
在外教育シンポジウム
NYからはじまる  これからの日本人学校・補習授業校のあり方

日 程

2026年

9月13日 日曜日 10:00 - 12:30

終了後、ネットワーキングあり

会 場 日本クラブ
604 5th Ave, New York, NY 10020

開催趣旨

海外の在外教育施設は長年、在外邦人子女の日本語と日本文化

の基礎を提供してきました。しかし、現代社会の課題がグロー

バル化するなかで、グローバル人材への需要が急増するととも

に、日本の大学が帰国生に求めるニーズも高まっています。そ

のような現在において、海外日本人学校・補習授業校において

も、これまで以上に、現地ならではの、ひいては多様な文化を

理解できるような「本質的な学び」の場へと進化することが求

められています。

本シンポジウムを通じて、あらためて今後求められるグローバ

ル人材像を探るとともに、海外という特性を活かした在外教育

施設での取り組み、さらには現地エコシステムを活かした在外

教育のありかたを議論できればと考えています。また今回のシ

ンポジウムを通じて、在外教育施設の役割を理解いただくとと

もに、世界の在外教育施設への展開も視野に、今後のNYを活

かした教育の可能性を探り、本イベント後の継続的な活動に繋

げられればと考えています。

SCHEDULE / 予定

10:00 - 10:20 基調講演 片平 聡 在ニューヨーク総領事・大使

10:20 - 11:00 パネル
ディスカッション

「海外ならではの日本教育とは？」
森本 恵作 ニューヨーク日本人学校校長
小堤 紀子 ニュージャージー補習授業校校長
武田 秀俊 ニューヨーク育英学園 理事長兼学園長

11:00 - 12:20 パネル
ディスカッション

「地域教育エコシステムが果たす役割とは？」 - 海外子女教育振興財団の提言を受けて
片平 聡 在ニューヨーク総領事・大使
綿引 宏行 海外子女教育振興財団 理事長
熊倉 俊彦 NY日本商工会議所 副会頭；サントリーアメリカ プレジデント
駒村 圭吾 慶應義塾ニューヨーク学院 学院長
武田 秀俊 ニューヨーク育英学園 理事長兼学園長

12:20 - 12:30 閉会の言葉 稲垣 恭子 京都大学 理事・副学長

司会 / モデレーター　久保 純子

本シンポジウム終了後（12:30 - 14:30）に、DAILYSUNにて、軽食およびネットワーキングを行います。ぜひ、ご参加ください。

DAILYSUN New York：1270 Avenue of the Americas, 8th Fl, New York, NY 10020（徒歩5分）

同シンポジウムへのご参加お申し込みは、こちらからお願いします。

主 催

共 催

後 援

日本クラブ

海外子女教育振興財団  ×  ニューヨーク育英学園

JCC FUND
※ 内容は変更となる場合があります

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSezJvR_DiYB4Ke_F7kciI093pFndr5_7tiGhBItdm3NWYRX3A/viewform

